
「
吊
書
周
易
』

の
卦
序
構
成
に
お
け
る

「象」

一
問
題
提
起

『
馬
王
堆
漢
墓
鳥
蓄
周
回
初
』
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
研
究
の

中
で
注
目
さ
れ
た
問
題
の
一
つ
に
ヱ
ハ
十
四
卦
」
の
排
列
次
序
を
め

ぐ
る
問
題
、
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
室
岡
本
の
『
周
回
初
』
(
以
下
『
品

番
周
易
巴
は
、
通
行
本
『
周
易
』
(
以
下
『
周
易
』
)
の
六
十
四
卦
と
は

全
く
異
な
っ
た
排
列
を
な
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
排
列
の
意
義
を

め
‘
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
円
高
書

(-1〉

周
易
』
の
卦
序
が
司
田
川
易
』
の
そ
れ
よ
り
も
古
い
の
か
、
そ
れ
と
も

〈

2
〉

系
統
が
異
な
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
漢
易
と
の
関
連
は
い
か
な

(
3〉

る
も
の
な
の
か
等
々
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
に
至
る
ま
で
そ
れ
ら
の

意
見
は
必
ず
し
も
一
致
を
見
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
本
稿
に
お
い
て

は
そ
う
し
た
問
題
の
検
討
へ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
『
白
m
室
田
周
易
』

の
六
十
四
卦
排
列
方
式
の
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
排
列
次
序
の

持
つ
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

と

「
数
」

辛

賢

『由
m
醤
潟
易
』
と
『
周
易
』
の
六
十
四
卦

通
行
本
の
『
周
易
』
六
十
四
卦
経
文
が
上
・
下
経
に
分
か
れ
、
上

経
は
「
乾
」
「
坤
」
か
ら
「
汝
」
「
離
」
ま
で
、
下
経
は
「
成
」
「
恒
」

か
ら
「
既
済
」
「
未
済
」
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
自
問
室
岡
本

は
六
十
四
卦
が
上
・
下
に
分
か
れ
や
す
、
「
鍵
(
乾
〉
」
卦
に
始
ま
っ
て

六
十
四
番
目
の
「
益
」
卦
ま
で
、
す
べ
て
が
一
篤
の
中
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

〈
表

1
V
は、

2
m書
局
易
』
の
卦
序
に
頗
番
を
つ
け
、
そ
れ
に

該
当
す
る
通
行
本
の
六
十
四
卦
と
そ
の
順
番
を
当
て
は
め
た
も
の
で

あ
る
。

( 1 ) 

こ
の
表
か
ら
見
て
も
明
ら
か
だ
が
、
『
白
m
書
周
易
』
と
通
行
本
『
周

易
』
の
卦
序
は
全
く
違
っ
て
い
る
。
白
巾
書
本
の
卦
序
に
お
い
て
ま
ず

注
自
す
べ
き
は
、
乾
卦
と
坤
卦
を
中
心
に
全
体
六
十
四
卦
が
ち
ょ
う

ど
二
分
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
乾
」
「
坤
」

を
含
め
て
先
天
方
位
の
八
卦
に
当
た
る
、
ー
鍵
(
乾
〉

1
9
根
(
艮
〉
・



高害卦序|通吋|舟

1 鍵 1 乾 33 )11 2 坤

2 婦 12 否 34 奈 11 泰

3 縁 33 遜 35 嫌 15 謙

4 ネし 10 巌 36 林 19 縮

5 訟 6 訟 37 部 7 師

6 同人 日間人 38 明夷 36 明夷

7 宏孟 25 元妄 39 復 24 復

8 狗 44 拐 40 登 46 升

9 根 52 艮 41 奪 58 免

10 泰蓄 26 大蓄 42 夫 43 夫

11 剥 23 剥 43 z{竺 45 翠

12 損 41 損 44 欽 31 威

13 蒙 4 蒙 45 国 47 困

14 繋 22 寅 46 勤 49 卒

15 顕 27 顕 47 楕 17 随

16 箇 18 盛 48 泰過 28 大過

17 習畿 29 欽 49 羅 30 離

18 嬬 5 需 50 大有 14 大有

19 比 8 比 51 潜 35 晋

20 饗 39 窪 52 旅 56 施

21 節 60 節 53 j罪 38 暁

22 既済 63 既済 54 未済 64 未済

23 屯 3 屯 55 笈室 21 謹嘘

24 井 48 井 56 鼎 50 鼎

25 辰 51 震 57 葬 57 巽

26 泰壮 34 大壮 58 小季五 9 小畜

27 鈴 16 譲 59 観 20 翠

28 少過 62 小過 60 瀬 53 漸

29 帰妹 54 帰妹 61 中復 61 中字

30 解 40 解 62 換 59 換

31 豊 55 豊 63 家人 37 家人

32 寝 32 恒 64 益 42 益

吊蓄と通行本の卦序対照表く表1>ロ
習
付
額
(
汝
)
・
お
炭
(
震
)
・
お
川
(
坤
〉
・
M
U

奪
(
免
〉
・

0
羅
(
離
〉
-

U
葬
(
奨
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
十
四
卦
の
八
分
の
一
に
当
た
る
位
置

に
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

カ
と
こ
ろ
で
、
従
来
通
行
本
の
六
十
四
卦
の
排
列
原
則
に
つ
い
て

は
、
孔
穎
達
の
「
序
卦
伝
」
題
疏
が
も
っ
と
も
重
要
な
解
釈
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
今
験
六
十
四
卦
、
二
二
栢
抑
制
、
非
覆
即
変
。
護
者
表

( 2 ) 

一
義
視
之
、
遂
成
荷
卦
、
屯
蒙
、
需
訟
、
部
比
之
類
是
也
、
変
者
、
反

覆
唯
成
一
卦
、
則
変
以
対
之
、
乾
坤
、
放
離
、
大
過
額
、
中
字
小
過

之
類
是
也
」
と
、
象
数
易
学
の
中
で
行
わ
れ
た
「
覆
」
「
変
」
の
方

法
に
よ
っ
て
二
つ
ず
つ
ベ
ア
を
組
む
排
列
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た

ハ
〈
表
2
〉
参
照
〉
。

孔
穎
遠
の
一
一
一
一
向
う
「
覆
」
と
「
変
」
の
排
列
方
法
と
は
、
例
え
ば
、

八
表
2
V
の
は
番

-
U
番
と
泰
卦
と
否
卦
の
場
合
、
泰
卦
〈
一
一
一
一
一
一
〉
の



門
下
経
一
一
一
十
四
卦
M

ハ
対
卦
ニ
・
反
卦
十
六
〉

(
為
天
〉
…
〈
W

凶
器
〉
ヨ
ハ
お
〉
一
一
一
一
一
一
(
剖
〉
威
ハ
沢
山
〉

(
為
地
)
…
〈
話
器
〉
訴
￥
ハ
山
内
〉
一
一
一
一
…
…
(
お
〉
誠
一
(
天
山
〉

ハ
水
雷
〉
…
(
不
明
〉
単
回
出
(
犯
〉
一
…
一
一
一
一
(
お
〉
菅
(
火
地
〉

〈
水
天
〉
…

(
M
W
)

調
(
前
)
一
一
二
一
一
(
釘
)
家
人
(
風
火
〉

(
地
水
)
…
ハ
事
国
一
世
)
部
(
M
W

〉
一
一
二
一
一
(
却
)
饗
(
氷
山
〉

謹
ハ
抗
)
一
一
一
一
一
一

(
9
〉
小
蓄
(
風
天
〉
…
(
器
溜
〉
蒋
(
ひ
〉
一
一
一
一
一
一
ハ
制
〉
損
ハ
山
沢
〉

長
(
抗
)
一
一
一
一
一
一
(
日
〉
泰
ハ
地
天
)
…
(
溜
V
Z
〉
部
(
抑
)
…
一
一
一
一
一
ハ
必
〉
夫
(
沢
天
)

ハV
出
荷
・
〉
羊
V
寸
(
抗
〉
一
一
一
一
一
一
(
お
〉
同
人
ハ
天
火
〉
…
ハ
溜
耶
〉
長
(
山
町
)
一
一
一
一
一
一
(
必
)
翠
(
沢
地
〉

(
稿
器
〉
謀
ハ
m
U
)

…
…
二
…
…
(
日
〉
謙
(
地
山
〉
一
(
W
問
事
〉
ぷ
什
〈
m
w
〉
一
一
一
一
一
一
(
抑
制
〉
函
(
沢
水
)

(
溜
叩
〉
欝
ハ
釘
〉
一
一
一
…
…
一
(
W
U

〉
槌
(
沢
雷
〉
…
(
閣
不
〉
樹
(
侶
)
一
一
一
一
一
一
(
州
知
〉
革
(
沢
火
〉

>
(
忠
岡
〉
欝
ハ
偲
〉
一
一
一
一
一
一
(
四
〉
臨
(
地
沢
〉
一

(23
習
ハ
お
〉
一
…
一
一
一
一
(
日
〉
護
(
為
雷
〉

一
郎

(
M
-
m
〉
単
ハ
詑
〉
一
一
一
一
一
一
(
幻
〉
監
嘘
(
火
雷
)
一
(
混
同
一
部
)
判
部
(
内
〉
一
一
一
一
一
一
(
臼
)
漸
(
風
山
)

く
向
。
ハ
認
知
情
〉
欝
ハ
陀
〉
一
一
一
一
一
一
(
お
)
剥
ハ
山
地
)
…
(
巾

V
4
w掛ハ
mm
〉
一
…
一
一
一
一
(
日
〉
豊
(
雷
火
〉

、

寸

〆

日

間
(
話
叩
)
塁
￥
(
怒
沼
崎
一
ハ
部
〉
元
妄
突
き
一

g
g
w廿
(
鉛
)
一
一
一
一
一
一
段
〉
巽
(
為
風
〉

糊
一
一
一
一
一
一
一
一
ハ
釘
〉
限
(
山
雷
)
一
〈
浅
草
〉
甥
(

ω

)

明
〕
何
回
白
浜
(
風
水
〉

日

-

m

漏
担
一
〈
お
〉
大
過
ハ
沢
風
〉
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ハ
但
〉
中
手
広
沢
)

控
一
一
一
一
一
一
一
一
(
羽
〉
習
扶
(
為
水
)
…
日
午
同
一
(
位
)
小
過
(
雷
山
〉

一
一
一
二
一
一
一
ハ
お
〉
離
ハ
為
火
〉
…
ハ
事
V
4
)

認
辛
(
問
)
一
一
二
一
一
(
邸
〉
既
涜
(
水
火
〉
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7
〉郁

六
交
を
逆
さ
ま
に
す
る
と
、
否
卦
ハ
一
一
同
一
一
〉

の
象
を
得
る
。
ま
た
そ
の
他
に
も
〔
3
屯

一一一一一一、一一一一一
4
蒙
〕
、
〔
四
臨
一
一
一
一
一
一
、
初
観
一
一
一
一
一
〕
、

〔
必
翠
一
一
一
一
一
一
、
必
升
一
一
一
一
一
一
〕
な
ど
も
や
は
り
覆
法

に
よ
っ
て
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
夜
一
法

に
よ
る
も
の
は
、
乾
、
坤
、
願
、
大
過
、

故
、
離
、
中
学
、
小
過
の
八
卦
を
徐
く
五

十
六
卦
二
十
八
組
で
あ
る
。
そ
し
て
残
り

の
八
卦
は
、
例
え
ば

1
番
・

2
番
の
乾
卦

(
一
一
一
一
一
一
〉
と
坤
卦
(
一
一
一
一
一
一
〉
の
よ
う
に
六
交
の
陰

陽
が
す
べ
て
反
対
広
転
じ
て
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
変
」
の
方
法
と
い

う
。
〔
額
一
一
一
一
一
一
、
大
過
一
一
一
一
一
口
、
〔
習
欽
一
一
一
一
一
一
、
離

詔
一
一
一
〕
、
〔
中
宇
一
一
一
一
一
一
、
小
過
一
二
一
一
一
〕
も
各
々
「
変
」

に
よ
っ
て
ベ
ア
を
組
む
の
で
あ
る
。
孔
穎

遠
の
一
吉
田
う
「
覆
」
と
「
変
」
の
方
法
は
以

上
の
こ
と
を
意
味
し
、
通
行
本
の
六
十
四

卦
は
こ
の
二
つ
の
方
式
に
よ
っ
て
組
み
込

ま
れ
、
排
列
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
通
行
本
『
田
川
易
』
の
上
・

下
経
は
上
経
三
十
卦
、
下
経
三
十
四
卦
と

C 3 ) 



卦
数
が
等
し
く
な
い
。
こ
の
卦
数
の
不
一
致
に
つ
い
て
孔
穎
達
は

『
乾
撃
度
』
の
孔
子
の
ヰ
一
一
ロ
「
陽
三
陰
回
、
位
の
正
な
り
」
に
従
っ
て

「
土
〈
れ
陽
の
道
は
純
に
し
て
奇
な
り
。
故
に
上
篇
三
十
な
る
は
陽
に

象
る
所
以
な
り
。
陰
の
道
は
不
純
に
し
て
偶
な
り
。
故
に
下
第
三
十

四
な
る
は
陰
に
法
る
所
以
な
り
」
(
『
周
易
正
義
』
「
序
」
「
第
五
論
、
分
上

下
ニ
第
〉
と
解
し
て
い
九
日
。
だ
が
、
こ
れ
は
警
憾
の
嫌
い
が
あ
る
と

ハ
7
〉

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
朱
子
は
「
其
の
衛
供
、
重
大
な
る
が
故
に
分
か

ち
て
上
下
両
篇
と
為
す
」

Q
周
易
本
義
』
上
経
第
一
〉
と
い
う
の
み
で
、

上
下
経
の
形
式
や
そ
の
卦
数
の
等
し
く
な
い
問
題
は
根
本
的
に
は
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
元
の
胡
一
桂
に
至
り

(

8

)

 

解
決
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
覆
」
に
よ
っ
て
組
ま
れ
た
ベ
ア
を
一

つ
の
反
卦
と
見
な
し
、
ま
た
「
変
」
に
よ
っ
て
対
を
な
す
卦
を
対
卦

と
見
な
し
た
の
で
あ
る
(
た
だ
、
反
卦
の
よ
う
に
対
卦
は
ベ
ア
を
基
準
に

し
て
数
え
な
い
〉
。
す
る
と
、
上
経
に
は
十
二
の
反
卦
と
六
つ
の
対
卦

が
得
ら
れ
、
合
計
十
八
卦
と
な
る
。
ま
た
下
経
に
お
い
て
も
十
六
の

反
卦
と
二
つ
の
対
卦
が
得
ら
れ
る
。
上
・
下
経
の
卦
数
が
合
計
十
八

卦
と
し
て
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
ハ
〈
表
2
〉
参
照
〉
。
す

な
わ
ち
、
「
反
卦
」
と
「
対
卦
」
と
か
}
以
て
す
れ
ば
上
下
経
の
卦
数

は
等
し
く
な
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
胡
一
桂
の
言
う
よ
う
に
よ
・
下
経
の
卦
数
は
反
卦
と
対
卦

の
概
念
を
用
い
れ
ば
一
致
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
し
か
し
問
題
を

深
め
て
み
る
と
、
な
ぜ
上
・
下
経
の
反
卦
と
対
卦
の
数
は
一
致
し
て

い
な
い
の
か
、
ま
た
な
ぜ
通
行
本
『
周
回
初
』
は
よ
・
下
の
二
篤
に
分

か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
実
は
、
こ
う
し
た
問
題
点
は
、
そ
の
ま
ま
『
吊
書
馬
易
』
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
従
来
、
通
行
本
の
上
・
下
篇
の
形

式
に
つ
い
て
は
、
漢
朝
の
人
が
改
編
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
、

「
非
覆
則
変
」
の
排
列
方
法
は
-
記
憶
の
た
め
の
便
宜
か
ら
出
た
も
の

に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
通
行
本
の
卦
序
は
必
然
的
な
意
味
を
含
む
も
の

で
は
九
ぱ
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
様
に
『
吊
書
周
易
』
の
六
十

四
卦
排
列
も
、
何
ら
の
有
機
的
連
関
性
も
な
く
、
笈
人
が
実
用
の
た

め
に
、
深
い
理
解
を
求
め
ず
に
、
当
時
通
行
の
八
卦
次
序
を
参
考
に

し
て
機
械
的
に
一
線
通
の
き
か
な
い
形
式
を
作
り
出
し
た
と
さ
れ
、
易

学
上
の
徴
一
一
一
一
同
奥
義
は
考
滋
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち

通
行
本
も
吊
蓄
本
も
そ
の
卦
序
が
一
部
す
根
本
的
な
理
由
に
つ
い
て
は

い
わ
ば
不
明
の
状
態
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
『
照
易
』
と
『
島
書
周
易
』
の
卦
序
の
検

討
に
当
た
っ
て
、
突
は
い
ず
れ
も
整
合
的
な
排
列
を
為
す
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
、
拐
の
来
知
徳
の
内
田
川
易
築
設
』
に
示
さ

れ
て
い
た
。
来
知
徳
は
『
席
易
』
の
上
・
下
経
の
分
類
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

上
経
は
揚
交
八
十
六
陰
交
九
十
四
に
し
て
、
絵
、
陽
よ
り
多
き

( 4 ) 



は
凡
そ
八
な
り
。
下
経
は
陽
交
一
百
有
六
、
陰
交
九
十
有
八
に

し
て
、
陽
、
絵
よ
り
多
き
も
亦
た
八
な
り
。
上
経
の
陰
、
陽
よ

り
多
き
も
の
、
下
経
の
陽
、
陰
よ
り
多
き
も
の
皆
同
じ
く
八
な

ハロ〉

り
。
走
れ
卦
交
の
陰
陽
、
均
平
な
り
。

(
来
知
徳
「
上
下
経
篇
義
」
『
周
易
集
註
』
〉

す
な
わ
ち
、
通
行
本
『
周
易
』
の
上
・
下
篇
に
つ
い
て
、
陽
交
と

陰
交
の
数
を
数
え
る
と
、
そ
の
揚
・
陰
交
の
数
の
差
が
上
・
下
一
致

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
経
の
「
乾
」
か
ら
「
離
」

に
至
る
一
ニ
十
卦
に
お
い
て
陽
交
と
陰
交
の
数
を
数
え
る
と
、
各
々
陽

八
十
六
交
と
陰
九
十
四
交
で
あ
り
、
上
経
に
お
い
て
は
陰
交
の
方
が

八
交
多
い
。
ま
た
、
下
経
に
お
い
て
同
じ
く
各
々
交
数
、
を
数
え
る

と
、
上
経
の
陽
・
陰
の
交
数
が
入
れ
替
わ
っ
て
揚
交
九
十
回
受
、
陰

受
八
十
六
交
で
あ
り
、
援
交
が
八
交
多
く
配
当
さ
れ
、
そ
の
差
も
ま

た
上
経
と
一
致
す
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
上
述
し
た
反
交
と
対
卦
の
概

念
を
以
て
数
え
る
と
、
そ
の
差
は
上
・
下
経
同
じ
く
「
四
」
に
一
致

仁
問
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
通
行
本
六
十
四
卦
が
「
非
覆
即
変
」

に
よ
ヲ
て
「
象
」
を
取
り
、
さ
ら
に
陰
交
陽
交
の
厳
し
い
「
数
」
的

排
列
を
な
す
「
象
数
の
易
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
さ
に
来
知
徳
の
一
一
一
一
向
う
よ
う
に
「
上
下
経
の
篇
義
、
卦
交

其
の
精
な
る
は
此
に
至
る
な
り
。
孔
子
の
賛
、
其
の
至
精
至
変
至
神

ハ
刊
内
)

な
る
は
欧
れ
由
る
有
る
な
り
」
の
如
く
通
行
本
六
十
四
卦
の
排
列
は

整
合
的
な
工
夫
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
あ
る
。

来
知
徳
は
隆
慶
四
年
〈
一
五
七
O
年
〉
よ
り
寓
歴
二
十
六
年
三
五

九
八
年
)
に
至
る
二
十
九
年
間
に
渡
っ
て
こ
の
『
周
易
集
註
』
を
著

述
し
た
が
、
そ
の
説
は
ま
さ
に
「
専
ら
繋
辞
の
中
の
錯
綜
せ
る
を
取

り
て
、
以
て
易
象
を
論
じ
、
罰
し
て
卦
を
雑
え
て
之
を
治
む
」
(
『
回

路
提
要
』
「
周
易
集
註
」
〉
と
、
「
象
数
」
に
よ
る
卦
交
を
用
い
た
の
で

あ
っ
た
。
来
知
徳
自
身
も
そ
の
「
序
」
に
「
王
弼
象
を
掃
し
て
自
り

以
後
、
易
を
註
す
る
の
諸
僑
皆
、
象
、
其
の
伝
を
失
う
を
以
て
、
其

の
象
を
言
わ
ず
。
止
だ
其
の
理
を
一
一
一
一
口
う
の
み
。
而
し
て
易
中
の
取
象

の
旨
、
遂
に
後
世
に
塵
埋
せ
ら
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
(
諸
儒
〉
均
し

く
其
の
象
を
知
ら
ず
。
文
王
の
卦
を
序
う
を
知
ら
ず
。
孔
子
の
卦
を

雑
え
る
を
知
ら
ず
。
後
儒
の
卦
変
の
非
を
知
ら
ず
。
比
に
お
い
て
四

者
の
既
に
不
知
な
る
は
、
別
ち
易
、
其
の
門
を
得
ず
し
て
入
る
な

り
。
其
の
門
を
得
ず
し
て
入
れ
ば
刻
ち
茶
の
註
疏
の
一
一
一
一
同
う
所
の
者
は

乃
ち
内
外
の
粗
浅
に
し
て
、
門
内
の
奥
妙
に
非
ず
」
と
し
て
、
王
弼

以
来
の
「
義
理
」
に
一
偏
っ
た
諸
儒
の
説
を
厳
し
く
批
判
す
る
の
で
あ

る
。
と
も
か
く
、
来
知
徳
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
通
行
本
上
・
下
経
の
六
十
四
卦
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
卦
交
の
意
味

を
見
事
に
解
明
し
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
筆
者
は
こ
の
来
知
徳
の
方
法
に
『
高
書
周
易
』
の
六
十
四

卦
の
意
味
を
解
明
す
る
手
が
か
り
の
一
つ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
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考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
卦
交
を
用
い
て
陽
交
と
陰
交
の
数
を

比
べ
る
方
法
で
あ
る
。
ま
ず
八
表

3
Vに
『
県
警
周
易
』
の
六
十
四

卦
の
排
列
を
示
そ
う
。

〈
表

3
Vで
は
ま
ず
横
方
向
に
八
卦
を
乾
・
良
・
汝
・
震
・
坤
・

免
・
離
・
巽
と
排
列
す
る
。
こ
れ
を
上
卦
と
す
る
。
次
に
そ
の
各
上

卦
に
対
し
て
縦
方
向
に
乾
・
坤
・
良
・
免
・
故
・
離
・
震
・
巽
と
排

列
し
て
下
卦
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
上
・
下
八
卦
を
重
ね
て
交
錯
す

る
地
点
に
順
番
を
つ
け
て
行
く
。
た
だ
し
、
そ
の
重
な
る
上
卦
と
下

卦
が
罰
卦
の
場
合
は
、
各
グ
ル
!
。
フ
の
先
頭
個
所
に
引
き
上
げ
る

ハT
で
印
し
た
〉
。
す
る
と
、
ー
鍵
(
乾
)
・

9
根
(
良
〉
・
口
習
議
(
欽
)
-

m炭
ハ
震
〉
・
お
川
ハ
坤
〉
・

4
奪
(
免
)
・
必
羅
ハ
離
〉

-
U
葬
(
巽
〉
が
各

の
グ
ル

i
。
フ
の
先
頭
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
煩
序
は
上

卦
と
同
じ
に
な
る

こ
の
円
高
書
周
易
』
の
排
列
方
式
に
つ
い
て
は
、
従
来
三
党
か
ら

な
る
八
卦
を
組
み
合
わ
せ
て
八
八
、
六
十
四
卦
が
で
き
る
と
い
う
重

卦
の
思
想
を
産
接
六
十
四
卦
の
排
列
方
法
広
反
映
さ
せ
て
い
る
と
す

る
重
卦
説
や
、
ま
た
上
卦
八
卦
の
次
序
の
前
回
卦
が
揚
卦
、
後
四
卦

J

が
陰
卦
と
な
っ
て
お
り
、
下
卦
八
卦
の
次
序
が
前
回
揚
卦
と
後
四
陰

卦
と
を
交
錯
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陰
陽
対
立
交

(
江
川
〉

錯
の
思
想
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
重
卦
の
方
法
や
陰
陽
思
想
を
示
す
に
止
ま

り
、
根
本
的
に
『
吊
書
周
易
』
卦
序
の
意
味
を
解
明
す
る
も
の
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
上
述
し
た
来
知
徳
の
「
上
下

経
篇
義
」
に
示
さ
れ
た
手
が
か
り
を
も
と
に
そ
の
意
義
を
採
っ
て
見

た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
円
高
審
周
易
b

卦
序
の
排
列
方
式
は
、
上
・
下
の
八
卦
を

重
ね
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
の
上
下
向
卦
と
な
る
も
の
を
先
頭
に

引
き
上
げ
た
結
果
、
並
ぶ
こ
と
に
な
る
八
つ
の
卦
を
中
心
と
し
て
八

個
の
縦
方
向
の
グ
ル
ー
プ
が
成
立
す
る
。
そ
こ
で
〈
表
3
〉
の
下
段

に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
八
卦
の
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
卦
の
陰

陽
の
交
数
を
数
え
る
。
こ
れ
を
第
一
段
と
す
る
。
こ
の
第
一
段
に
お

い
て
各
グ
ル
ー
プ
の
陽
交
陰
交
の
拐
に
生
じ
る
交
数
の
差
は
、
乾
・

坤
グ
ル
ー
プ
で
は
「
お
/
ロ
」
「
ロ
/
お
」
と
、
「
M
」
の
差
を
数
え

る
が
、
残
り
の
良
・
欽
・
震
・
免
'
離
・
巽
の
グ
ル
ー
プ
で
は
「
お

/
∞
戸
一
「
お
/
初
」
と
「
8
」
差
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
を
第
二
段
の
よ
う
に
乾
・
欽
・
坤
・
離
の
四
つ
グ
ル
ー
プ
に
括

る
と
、
「
m
w
/必
」
「
必
/
弱
」
と
い
ず
れ
も
そ
の
差
は
「
松
山
」
と
な

る
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
れ
を
括
っ
て
第
三
段
の
ご
と
く
乾
坤
荷
卦
に

代
表
さ
せ
る
と
、
と
も
に
陰
・
陽
交
の
偏
り
の
な
い
ゼ
ロ
の
状
態
と

な
る
。
最
後
に
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
括
り
上
げ
る
と
、
三
百
八
十
四
交

六
十
四
卦
の
「
易
」
全
体
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
縦
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
横
方
向
に
グ
ル

( 7 ) 



ー
プ
を
組
ん
で
み
る
。
つ
ま
り
、
先
頭
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
卦
を
本

来
の
交
差
す
る
折
り
自
に
一
皮
し
、
横
方
向
に
数
え
る
。
す
る
と
、
縦

の
も
の
と
同
じ
よ
う
な
下
卦
の
新
し
い
八
つ
の
卦
グ
ル
ー
プ
が
得
ら

れ
る
訳
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
1
1
乾

-m泰
畜
・
認
襟
・

mm
泰
壮
-

M
奈
・
必
夫
・

mw
大
有
・
間
山
小
薮
」
が
下
卦
の
乾
グ
ル
ー
プ
に
属
す

る
こ
と
B

と
な
る
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
交
を
数
え
る
と
、
縦

と
同
様
の
陽
・
陰
の
交
数
と
な
り
、
そ
の
差
も
同
様
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
す

べ
き
は
次
の
ニ
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
八
卦
グ
ル
ー
プ
で
得
ら
れ
た
揚
・
陰
の
交
数
の
差
を
四
段

に
分
け
て
括
っ
た
結
果
、
田
正
卦
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
乾
・
坤
・

欽
・
離
の
第
二
段
に
お
い
て
前
設
の
八
卦
で
生
じ
て
い
た
陰
陽
交
の

援
が
等
し
く
な
り
、
天
と
地
を
象
る
乾
・
坤
の
第
二
段
に
至
っ
て

「
日
」
の
交
差
は
陰
陽
の
偏
り
の
な
い
ゼ
ロ
の
状
態
と
な
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
縦
と
横
に
お
け
る
陽
・
陰
の
交
数
お

よ
び
そ
の
差
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、

コ
陰
一
陽
、
之
を
内
に
し
、
之
を
外
に
し
、
之
を
横
に
し
、
之
を
縦

に
し
、
之
を
順
に
し
、
之
を
逆
に
す
る
こ
と
、
自
却
に
非
ざ
る
は
英
し
」

(
「
周
易
築
設
原
序
」
『
周
易
集
註
ち
と
い
う
来
知
徳
の
量
一
間
の
よ
う
に
、

『
高
警
周
易
』
の
六
十
四
卦
は
縦
と
横
の
交
数
を
一
致
さ
せ
た
精
密

な
「
数
的
排
列
」
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
高
書
局
易
』
六
十
四
卦
の
卦
序

は
、
こ
う
し
た
「
数
」
的
規
律
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
「
数
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
『
白
m
室
田
県
易
』
一

の
「
象
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う

さ
き
に
、
コ
一
二
相
稿
、
非
覆
即
変
」
と
い
う
孔
穎
達
の
語
に
よ

り
通
行
本
の
六
十
四
卦
が
「
覆
」
と
「
変
」
の
二
つ
の
方
法
で
排
列

さ
れ
て
い
る
と
見
た
が
、
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
『
岳
書
周
易
』
の

排
列
は
専
ら
「
変
」
の
方
法
に
基
づ
い
て
卦
象
を
構
成
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

〈
表
3
〉
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
ま
ず
上
卦
の

(
t

乾
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
八
つ
の
卦
を
も
っ
て
各
々
反
対
の
交

に
変
え
て
見
る
。
つ
ま
り
「
変
」
法
を
行
う
の
で
あ
る
o
i
そ
し
て
そ

れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
卦
象
を
取
る
と
、
そ
の
得
ら
れ
た
卦
象
は
す

べ
て
上
卦
の
「
坤
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
1
」

i
「
8
」
の
乾
グ
ル
ー
プ
八
卦
を
「
変
」
ず
る
と
、
〔
1
乾一一一一一一

3
お

坤一一一一一一〕〔
2
婦一一一
H
t
M
奈一一一一一一〕〔

3
援一一一一一一

3
お林一一一一一一〕〔
4
礼一一一一

-
3お

機一一日一〕〔
5
訟一一一一一一

t
お明夷一一一一一一〕〔
6
向人一一一一一一

1
U師一一一一一一〕〔
7
元
孟

一一一日一

2
紛登一一一一一一〕門
8
狗一一一一一一
3
m
m
復
一
日
中
]
の
ご
と
く
、
「
お
」

i
「州知」

の
坤
グ
ル
ー
プ
の
卦
象
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
上
卦
の
グ
ル
ー
プ

全
体
に
こ
の
よ
う
な
「
変
」
を
行
っ
て
み
る
と
、
「
良
」

t
「党」、

( 8 ) 



「
汝
」

t
「
離
」
、
「
震
」

t
「
巽
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
対
が
成
立

す
る
。
さ
ら
に
今
度
は
下
卦
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
横
方
向
に
考
え
て

見
る
。
す
る
と
、
上
卦
グ
ル
ー
プ
の
場
合
と
同
じ
〈
所
属
の
卦
が
あ

る
決
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
卦
象
と
対
(
コ
三
相
親
」
〉
を
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
高
番
周
易
』
は
六
十
四
卦
全
体
の
縦
・
横
に
渡
っ

て
、
「
変
」
の
方
式
に
よ
る
「
象
」
的
規
律
を
も
包
摂
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
島
番
問
問
易
』
六
十
四
卦
の
構
成
は
、
ま
さ
に

「
数
」
と
「
象
」
と
の
こ
元
的
な
、
い
わ
ば
立
体
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て

構
築
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
通
行
本
と
吊
書
本
と
の
間
で
は
そ
の
六
十
四

卦
の
排
列
方
式
が
全
く
関
係
の
な
い
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
つ
ま
り
、
従
来
、
県
警
本
に
は
「
二
二
相
稿
、
非
覆
郎
変
」

の
跡
が
全
く
な
い
と
さ
れ
、
重
卦
説
の
み
が
繰
り
返
し
て
強
調
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
良
書
本
で
は
「
覆
」
の
方
法
は
用
い
ら
れ
て
な

い
も
の
の
、
「
変
」
法
に
よ
る
「
二
二
相
縞
」
の
対
は
備
え
て
い
た
。

そ
し
て
「
変
」
法
に
基
づ
け
ば
、
六
十
四
卦
全
体
は
漏
れ
な
く
ベ
ア

を
組
む
の
は
必
然
で
あ
る
。
通
行
本
の
六
十
四
卦
が
一
貫
し
た
対
を

成
し
て
い
な
い
理
由
は
、
「
覆
」
法
を
用
い
た
が
故
に
卦
の
内
外
の

形が同じである乾一一一一一了坤一一一一一一・顕一一一一一一・大過一一一一一一・欽一一一一一一・離一一一一一了

中
宇
一
一
一
一
一
一
・
小
過
一
一
一
一
一
一
は
漏
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
「
変
」
と
い
う
別
の
方
法
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
孔
穎
達
が
「
二
二
相
親
す
る
は
、
覆
に
非
ざ
れ
ば
即
ち
変
な

り
」
と
一
一
一
同
っ
て
い
る
よ
う
に
通
行
本
の
排
列
の
基
本
原
則
は
「
覆
」

を
主
と
し
「
変
」
で
祷
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
通
行
本

は
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
切
れ
の
惑
い
「
覆
」
を
主
要
な
方
式
と
し
て
用
い

た
の
か
と
い
う
疑
問
が
自
然
と
生
じ
る
。
「
覆
」
と
「
変
」
は
呉
の

虞
翻
が
易
の
卦
交
辞
を
解
す
る
に
用
い
た
「
覆
象
」
「
努
通
」
に
類
似

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
漢
以
後
、
易
を
解
す
る
者
は
皆
覆
象
を
ほ
と

ん
ど
用
い
て
い
な
い
さ
一
一
一
口
わ
丸
印
。
ま
た
そ
の
用
い
方
が
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
も
今
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
。
た
だ
流

派
あ
る
い
は
地
域
別
に
主
と
す
る
卦
象
を
取
る
方
式
が
異
な
っ
て
い

た
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
は
「
覆
」
「
変
」
の
方
法
の
間
に
段
階
的
性

格
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
今
の
と
こ
ろ
通
行
本
が
「
覆
」

を
採
用
し
た
根
本
的
理
由
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
通
行
本
と
吊
室
岡
本
の
六
十
四
卦
排
列
を
対
照
し
た
が
、
六

十
四
卦
全
体
の
経
緯
に
お
い
て
白
星
日
本
に
は
「
象
」
「
数
」
的
性
格
は

明
確
で
あ
り
、
ま
た
「
象
数
」
に
よ
る
精
密
な
規
律
を
成
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
良
書
本
の
卦
序
の
規
律
は
、
実
は
漢
代
に
展
開
さ

れ
る
象
数
易
の
脈
絡
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
、
京
一
房
の
八
宮
世
応
図
に

表
れ
る
厳
務
な
象
数
的
規
律
で
あ
る
。

( 9 ) 



第ご段
4.8/48 

乾土O

く表4>八宮世応密

48/48 

i欠土O

48/48 

坤士。

努通卦

48/48 

離土O

第三段
96/96 

:乾士。

96/96 

坤土O

設問第
192/192 

易土O

( 10 ) 



京
一
民
易
と
の
関
連

『
吊
書
周
易
』
卦
序
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
従
来
、
京
房

J
批
の
関
連
、
特
に
八
宮
…
世
世
応
一
図
凶
と
類
一
似
似
す
る
関
係
が
指
拙
揖
零
鮒
讐
占

き
た
O

そ
れ
は
主
に
八
宮
世
応
留
に
お
け
る
「
宮
」
の
概
念
を
『
高

審
周
易
』
の
八
卦
グ
ル
ー
プ
に
対
応
さ
せ
、
世
応
閉
山
に
お
け
る
「
本

宮
』
と
『
鳥
書
周
易
』
の
「
上
卦
」
と
の
排
列
が
「
西
陽
四
陰
」
あ

る
い
は
勺
四
陰
四
陽
」
と
い
う
順
序
に
従
っ
て
卦
の
排
列
、
が
な
さ
れ

て
い
る
と
い
う
点
に
両
者
の
共
通
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で

筆
者
は
就
に
円
高
書
周
易
』
の
卦
序
の
検
討
の
中
で
行
っ
た
こ
と
と

同
じ
よ
う
な
方
法
を
世
応
密
に
つ
い
て
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

ハ
表

4
V
は
竺
口
川
氏
易
伝
』
の
中
に
序
次
さ
れ
て
い
る
六
十
四
卦

を
褒
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
構
造
を
見
る
と
、
八
宮

ハ
入
純
卦
〉
を
中
心
に
六
十
四
卦
が
生
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
生

成
す
る
卦
序
は
各
宮
に
お
い
て
、
一
世
よ
り
五
世
に
至
る
ま
で
一
交

ず
つ
累
変
し
て
「
遊
魂
」
「
帰
魂
」
に
至
る
。
「
遊
魂
」
は
五
世
に
当

た
る
卦
の
第
四
交
を
も
う
一
度
変
じ
た
も
の
で
あ
似
こ
の
「
遊

魂
」
の
内
卦
を
陰
陽
逆
に
し
た
の
が
「
帰
魂
」
で
あ
る
。

京
一
房
の
説
く
世
応
説
は
以
上
の
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
来
知
徳
の
行
っ
た
方
法
を
も
う
一
度
導
入
し
て
見
ょ
う
。
す
る

と
、
〈
表

4
Vで
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
八
宮
を
中
心
と
す
る
縦
方

向
に
陽
/
陰
の
交
を
数
え
る
と
、
ま
ず
第
一
段
に
お
い
て
「
却
/

お
」
あ
る
い
は
「
お
/
幼
」
と
な
り
、
交
数
の
差
は
問
じ
く
「
8
」

と
な
る
。
『
白
m
書
周
易
』
の
場
合
で
は
乾
・
坤
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

一
致
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
こ
の
世
応
図
で
は
こ
の
段
階
で
見
事

に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
段
で
一
致
し
た
交
数
の
差

が
、
次
の
第
二
段
以
降
第
四
段
に
至
る
ま
で
、
「
土
O
L
と
な
る
の

は
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
次
に
横
方
向
に
向
か
っ
て
交
を
数
え
て

み
る
と
、
そ
の
結
果
は
既
に
第
一
段
に
お
い
て
湯
/
陰
の
数
差
は
ゼ

ロ
(
土
0
〉
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
良
書
周
易
』
の
検
討
に
お
い
て
は
縦
・
横
方
向
に

お
い
て
同
様
の
数
差
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
応
図
で

は
両
方
に
お
け
る
揚
陰
の
交
差
は
相
違
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

『
鳥
蓄
屑
易
』
の
場
合
、
上
・
下
の
八
卦
を
重
ね
た
重
卦
方
式
に
基

本
を
置
き
つ
つ
縦
・
横
の
交
の
数
を
一
致
す
る
よ
う
に
図
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
本
格
的
な
象
数
易
の
展
開
に
至
る
と
、
陽
/

陰
の
交
差
の
数
値
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
意
が
注
が
れ
、
そ
の
結
果

を
示
す
も
の
が
こ
の
世
応
図
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
交
差
を
最
小
化

す
る
た
め
に
最
も
有
効
な
方
法
が
陰
陽
を
逆
に
す
る
「
変
」
で
あ

る
。
世
応
図
を
み
る
と
、
あ
る
宮
を
中
心
と
し
て
生
成
す
る
八
卦

は
、
横
方
向
の
別
の
八
卦
グ
ル
ー
プ
の
ど
れ
か
に
対
応
す
る
。
例
え

ば
、
乾
宮
の
「
1
」
よ
り
「
8
」
に
至
る
八
卦
は
、
そ
の
ま
ま
坤
窓

( 11 ) 



の
「
お
」
よ
り
「
州
知
」
に
至
る
八
卦
に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
芳
通
卦

〈

I
「
変
」
〉
を
為
す
。
す
る
と
、
横
方
向
に
お
け
る
陽
/
陰
の
交
差

は
必
然
的
に
「
ゼ
ロ
」
と
な
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
世
応
図
を
『
県
警

周
易
』
の
卦
序
と
対
照
し
て
見
る
と
、
世
応
図
の
方
が
よ
り
陽
/
陰

交
数
に
お
け
る
整
合
的
な
が
ス
テ
ム
を
為
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
『
向
府
警
周
回
初
』
と
世
応
図
と
は
と
も
に

そ
の
根
底
に
「
変
」
に
よ
る
努
遜
卦
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
前
漢

象
数
日
初
に
お
い
て
は
、
世
応
図
は
「
象
数
的
排
列
」
を
最
も
精
密
に

極
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
世
応
図
に
比
べ
る
と
、

内
白
書
周
易
』
の
シ
久
テ
ム
は
若
干
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
て
見
る
と
、
『
出
塁
間
周
易
』
の
卦
序
は
そ
の
象
数
易
の
展
開
の
先
般

に
あ
る
も
の
と
見
て
よ
い
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

臨 6 込

結
語

以
上
、
本
稿
で
は
『
島
書
周
易
』
の
経
文
六
十
四
卦
の
次
序
に
表

れ
る
原
則
と
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
ま
ず
、
そ
の
六
十
四

卦
全
体
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
拐
の
来
知
徳
の
『
周
易
築
設
』
に
示

さ
れ
た
方
法
を
用
い
て
検
討
し
て
み
た
結
果
、
各
グ
ル
ー
プ
の
卦
交

に
お
け
る
「
象
」
と
「
数
」
に
は
二
元
的
な
構
造
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
更
に
通
行
本
の
卦
序
と
対
照
し
て
み
た

結
果
、
通
行
木
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
品
番
周
易
』
の
方
が
厳
し
い
規

律
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
円
高

書
周
易
』
の
規
律
的
な
「
象
」
と
「
数
」
の
排
列
は
、
前
漢
の
象
数

易
に
至
っ
て
さ
ら
に
そ
の
整
合
性
を
強
め
て
い
く
。
こ
の
こ
と
を
裏

付
け
る
も
の
と
し
て
、
京
一
房
の
八
宮
世
応
図
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ

は
『
県
警
周
易
』
よ
り
も
さ
ら
に
精
密
で
明
快
な
排
列
を
形
成
し
て

お
り
、
も
そ
の
六
十
四
卦
全
体
の
シ
ス
テ
ム
は
極
め
て
整
合
的
で
あ
っ

た
。
か
く
し
て
結
論
的
に
言
う
と
、
『
自
m
書
田
川
易
』
の
六
十
四
卦
は

通
行
本
『
席
易
』
の
そ
れ
と
は
単
に
排
列
が
違
う
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
根
底
に
は
以
後
強
ま
っ
て
い
く
象
数
の
傾
向
を
含
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
そ
れ
は
前
漢
象
数
易
の
展
開
の
前
兆
を
表
す
も
の
と
言
い
得

る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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注(
1
〉
『
白
星
回
周
回
初
』
の
卦
序
を
よ
り
古
い
も
の
と
す
る
論
文
は
、
楼
宇
烈

「
易
卦
マ
〈
象
原
蛤
」
《
北
京
大
学
学
報
》
一
九
八
六
年
第
一
期
(
一
九
八
六

年
一
月
)
、
後
に
《
中
国
i
社
会
と
文
化
》
第
二
号
の
中
で
日
本
語
訳
さ
れ

た
(
馬
淵
昌
也
訳
〉
。
ま
た
席
立
升
「
吊
《
易
》
六
十
四
卦
趨
議
」
《
文
史

哲
》
一
九
八
六
年
第
四
期
(
一
九
八
六
年
七
月
〉
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
高
警
本
の
卦
序
を
よ
り
新
し
い
も
の
と
す
る
論
文
は
、
張
政
娘

「
吊
審
会
ハ
十
四
卦
》
駿
」
《
文
物
》
一
九
八
四
年
第
一
ニ
期
(
一
九
八
四
年

一
一
一
月
〉
、
寅
部
栄
「
論
馬
王
堆
吊
番
易
経
之
卦
序
」
《
書
目
季
刊
》
第
一
八

巻
第
九
期

m
一
九
八
五
年
一
二
月
〉
、
李
学
勤
「
馬
王
堆
吊
番
『
周
易
』
的
卦

序
卦
位
」
《
中
国
哲
学
》
第
一
回
輯
(
一
九
人
入
年
一
月
U

な
ど
が
あ
る
。



〈

2
〉
系
統
が
加
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
論
文
は
、
内
山
俊
彦
コ
一
「
繋
辞

伝
」
そ
の
他
」

Q
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
創
文
社
一
九

八
七
年
一
月
)
、
鏡
宗
顕
「
略
談
馬
王
堆
《
易
経
》
写
本
」
(
『
古
文
字
研
究
』

第
七
瞬
、
一
九
八
一
一
年
六
月
〉
、
都
大
鈎
「
高
《
易
》
初
探
」
(
『
文
史
哲
』

一
九
八
五
年
第
四
期
、
一
九
八
五
年
七
月
〉
、
部
球
柏
『
吊
寄
席
易
校
釈
』

(
湖
南
人
民
出
版
社
一
九
八
七
年
一
一
月
)
な
ど
が
あ
る
。

ハ
3
〉
京
房
易
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
論
文
と
し
て
、
鏡
宗
顕
「
談
馬

王
堆
自
書
周
易
」
公
明
報
》
第
一
九
巻
第
七
期
、
一
九
八
四
年
七
月
〉
、
韓

仲
民

2
m易
説
略
』
(
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
一

O
月
)
が

あ
る
。
し
か
し
、
鏡
宗
顕
氏
の
論
文
で
は
そ
の
無
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
u

い
る
。

(

4

)

『
高
書
周
易
』
経
文
の
六
十
四
卦
卦
序
に
つ
い
て
は
郵
球
柏
著
『
吊
書

田
川
易
校
釈
』
ハ
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
一
一
月
〉
に
よ
る
。

(
5
〉

〈

表

2
Vは
今
井
宇
三
郎
『
易
経
』
上
ハ
新
釈
漢
文
体
系
、
明
治
書

必
院
、
一
九
八
七
年
七
月
〉
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
6
〉
『
京
民
易
伝
』
巻
下
(
『
欽
定
西
岸
全
書
』
)
で
は
、
「
陽
三
陰
問
、
位

之
正
也
」
に
つ
い
て
コ
一
一
者
、
東
方
自
之
出
、
又
何
者
径
〕
南
関
一
ニ
也
。

四
者
、
西
方
之
数
、
西
方
自
之
所
入
、
又
方
者
径
一
一
間
取
四
也
」
と
解
し

て
い
る
。

(
7
〉
今
井
宇
三
郎
『
易
経
』
上
、
匂
・

8
(新
釈
漢
文
体
系
、
明
治
書
院
、

一
九
八
七
年
七
月
〉
、
戸
田
豊
三
郎
『
易
経
註
釈
史
縞
』
一
、
入
、
時
間
「
序

卦
伝
の
内
容
」
(
℃

-M31弓
H

)

(

風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
一
二
月
〉
参

照。

(
8
ν
「
今
以
反
対
計
之
、
則
上
経
以
十
八
卦
成
三
十
卦
、
下
経
亦
以
十
八
卦

成
一
一
一
十
四
卦
、
上
経
五
十
二
陽
交
五
十
六
陰
交
、
下
経
五
十
六
陽
交
五
十

二
陰
交
、
共
用
一
ニ
十
六
卦
成
六
十
四
卦
、
市
卦
交
陰
陽
均
平
斉
整
、
条
理

精
密
』
(
拐
一
一
程
宮
川
易
易
蒙
翼
伝
』
上
篇
「
文
王
六
十
四
卦
反
対
図
」
)
。

(
9
〉
周
立
升
「
吊
守
忽
六
十
四
卦
趨
議
」
《
文
史
哲
》
一
九
八
六
年
第
四

期
(
一
九
八
六
年
七
月
〉
。

(
叩
)
楼
宇
烈
「
易
卦
交
象
原
始
」
《
北
京
大
学
学
報
》
一
九
八
六
年
第
一
期

(
一
九
八
六
年
一
月
〉
、
後
に
《
中
国
i
社
会
と
文
化
》
第
2
号
の
中
で
日

本
語
訳
さ
れ
た
ハ
馬
淵
昌
也
訳
)
。
張
政
焼
『
自
室
田
《
六
十
四
卦
》
践
」
《
文

物
》
一
九
八
四
年
第
一
一
一
期
(
一
九
八
四
年
一
ニ
月
)

ハ
ロ
)
宮
川
易
集
詮
』
(
四
庫
易
学
叢
刊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

O
年

一
月
)
。

(
立
〉
「
上
経
陽
交
八
十
六
、
陰
交
九
十
四
、
陰
多
予
陽
者
凡
人
。
下
経
揚
交

二
臼
有
六
、
陰
交
九
十
有
入
。
陽
多
子
陰
者
亦
入
。
上
経
陰
多
子
陽
、
下

経
揚
多
子
陰
、
皆
同
八
駕
。
是
卦
交
之
陰
揚
、
均
平
也
」
0

(
お
〉
「
若
以
諒
卦
荷
卦
、
作
一
卦
論
之
、
上
経
十
八
卦
成
三
十
卦
。
陽
交
五

十
二
陰
交
五
十
六
、
陰
多
於
陽
者
、
陽
多
子
陰
者
亦
由
。
上
経
強
多
子
湯
、

下
経
揚
多
子
陰
、
皆
同
四
葉
。
是
綜
卦
之
陰
揚
均
平
也
」
(
来
知
徳
『
周
易

集
註
』
「
上
下
経
篇
義
」
)
。

(
刊
は
)
「
上
下
経
之
篇
義
、
卦
交
其
精
至
此
。
孔
子
賛
其
至
精
至
変
至
神
、
原

有
由
失
」
(
来
知
徳
「
上
下
経
篇
義
」
宮
川
易
集
註
』
)
。

(
日
)
韓
仲
良
『
高
易
説
略
』
「
烏
書
『
周
易
』
卦
序
」
の
表
に
補
修
を
行

ぃ
、
交
数
計
算
を
付
加
し
て
作
成
し
た
。
ハ
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九

九
二
年
一

O
月
三

ハ
日
〉
周
立
升
「
向
指
《
易
》
六
十
四
卦
趨
議
」
(
《
文
史
哲
》
一
九
八
六
年
第
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思
郷
、
一
九
八
七
年
七
月
〉
、
事
学
勤
「
馬
主
堆
高
養
《
周
易
》
約
卦
序
卦

位
」
(
《
中
国
哲
学
》
第
一
回
韓
、
一
九
人
八
年
一
月
)
、
韓
仲
良
『
自
易
説

略
b

〈
北
京
都
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
一

O
月
)
な
ど
多
く
の
研

究
が
示
し
て
い
る
。
特
に
韓
仲
民
の
論
文
で
は
高
書
本
の
卦
序
は
「
卦
交

辞
の
内
容
か
ら
離
脱
し
た
、
八
卦
哲
学
の
思
想
体
系
の
成
立
の
一
つ
の
試

み
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

ハ
げ
〉
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
「
第
二
部
、
第
二
章
、
第
九
節
努
通
、
第

十
節
立
体
〈
半
象
、
夜
象
〉
」
M
M

・
Mgw
可
申
〈
明
徳
出
版
社
、
一
九
六
一
一
一
年

一一一月)。

(
路
)
韓
仲
民
『
高
濃
聞
説
略
』
〈
五
)
卦
序
試
祈
(
北
京
都
範
大
学
出
版
社
、

一
九
九
二
年
一

O
月
〉
参
照
。

ハ
日
〉
〈
表

4
Vは
鈴
木
由
次
郎
「
京
一
房
易
伝
八
宮
卦
飛
伏
表
」
〈
『
漢
易
研

究
』
(
間
関
徳
出
版
社
、
一
九
六
三
年
一
一
一
月
〉
を
参
考
し
、
補
修
を
行
っ
た
。

(
初
〉
「
孔
子
云
、
易
有
田
、
易
一
世
二
世
為
地
、
易
三
世
田
世
為
入
、
易
五

世
六
世
為
天
、
易
遊
魂
帰
魂
為
鬼
、
易
入
卦
鬼
為
繋
交
、
財
為
制
交
、
天

地
為
義
交
い
(
空
泉
氏
易
伝
』
巻
下
ν
。

( 14 ) 

ハ
筑
波
大
学
大
学
院
〉


